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【児童代表のことば（抜粋）】
地域の皆さん、私は、６年生の○○です。午前中の応援や競技への

参加は、どうもありがとうございました。とてもうれしかったです。
ここで、昼休みを利用して、私たちの学校を少し紹介したいと思います。

中略
ここで、２８年度から始まった柱野小学校コミュニティ・スクールの紹介

をします。コミュニティ・スクールとは、地域や保護者の方々と先生方
で作る学校運営協議会がある学校のことを言います。現在、学校運営協議会委員さんは、地
域の人が８人、ＰＴＡから２人、先生方２人の１２人です。学校運営協議会では、１年間で
６回の会議を開き、学校の目標である、ふるさとを愛し 豊かな心をもち たくましく生き
抜く柱野っ子を育てる教育活動について、話し合いを行っています。また、私たちの授業も
見ていただいたり、一緒に教室で勉強したりしています。その他、水泳指導や太鼓の指導、
プール清掃、スポーツテストや持久走大会などの体育的行事へのご協力、そして、地域の自
然や文化・歴史に関することでは、「千体仏のお話」「田植え体験」「農業見学」、「昔の遊び
やしめ飾り」などの地域の方々とのふれあい活動へのご支援をいただいています。学校周辺
の清掃など環境整備もしていただいています。登下校の見守りや通学路の安全点検、「子ど
も１１０番の家」のご協力もいただいています。
そして、今年度、柱野小学校は、安全な環境で安心して生活できる仲良しの学校として、

全国の小・中・高の全ての学校の中から選ばれ、内閣総理大臣賞を受賞しました。
私は思います。いつも家族や地域の方々が登下校の見守りをしてくださったり、授業や行

事で学校に来てくださったり、いつも私たちのそばに大人の人がいてくれ、声をかけてくれ
るから、すごく安心します。いつも地域の人に守られているんだなと思います。
このように、私たちの勉強や運動、そして心の安心を与えてくれるコミュニティ・スクー

ルによる学校に通っている私たちは、幸せだなと思います。これからは、お世話になった師
木野地区の皆さんのために、私たちができることを考え、学校も地域も家族のみんなも元気
で幸せが増える取組をしたいなと思います。そして、私たちや家族、師木野地区の皆さん、
先生方が誇りとする学校「大好き！柱野小学校」をめざし、がんばります。これからも私た
ちの学校をよろしくお願いします。これで、学校紹介を終わります。

＜代表児童によるＣＳ紹介＞
＜左上＞受賞盾をもって入場行進
＜全面＞参加者全員で記念撮影

岩国･和木ＣＳだより

柱野小 児童代表が昨年度の運動会でコミュニティ・スクールについて説明！



運動会で来場者に配布したパンフレット（上段：表面、下段：裏面）


